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(57)【要約】
【課題】電子機器の内部で発熱したとしても、ユーザが
把持可能な部分の温度上昇を抑制する。
【解決手段】電子機器は、第１の外装部材２と、回路基
板７と、第１の外装部材２と回路基板７との間に配置さ
れ、回路基板７で発生した熱を第１の外装部材２に伝達
する伝熱部材９と、伝熱部材９を回路基板７との間に挟
むように配置される第１の外装部材２と、第１の外装部
材２の外装の少なくとも一部を覆うように第１の外装部
材２に組み付けられる第２の外装部材６と、を備える。
伝熱部材９は、第１の外装部材２に対して第２の外装部
材６で覆われる部分で第１の外装部材２に接続され、第
１の外装部材２に熱を伝達する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の外装部材と、
　回路基板と、
　前記第１の外装部材と前記回路基板との間に配置され、前記回路基板で発生した熱を前
記第１の外装部材に伝達する伝熱部材と、
　前記第１の外装部材の外装の少なくとも一部を覆うように前記第１の外装部材に組み付
けられる第２の外装部材と、を備え、
　前記伝熱部材は、前記第１の外装部材の前記第２の外装部材で覆われる部分で前記第１
の外装部材に接続され、前記回路基板で発生した熱を前記第１の外装部材に熱を伝達する
ことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記第２の外装部材は、前記第１の外装部材より熱伝導率が低い材料で形成されること
を特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記第２の外装部材は、前記第２の外装部材及び前記第１の外装部材より熱伝導率が低
い材料からなる両面テープを介して前記第１の外装部材に組み付けられることを特徴とす
る請求項１又は２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記伝熱部材は、前記第１の外装部材の前記第２の外装部材で覆われる部分で前記第１
の外装部材に溶接されることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の電子機
器。
【請求項５】
　前記溶接は、スポット溶接又はレーザ溶接であることを特徴とする請求項４に記載の電
子機器。
【請求項６】
　前記第１の外装部材と前記第２の外装部材との間に設けられて、前記第１の外装部材と
前記第２の外装部材とを電気的に導通する導電部材を備え、
　前記導電部材は、前記第１の外装部材と前記伝熱部材とが接続される位置とは異なる位
置に配置されることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記第１の外装部材には、表面側に凸部が形成されるとともに、裏面側に前記凸部に対
応する凹部が形成される刻印部が設けられ、
　前記伝熱部材と前記刻印部の前記凹部とが溶接により電気的に接続されることを特徴と
する請求項１乃至６のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記伝熱部材と前記凹部とを溶接した後、前記凸部の表面を切削して溶接痕を除去する
ことを特徴とする請求項７に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばデジタルカメラやデジタルビデオカメラ等の撮像装置等、及びスマー
トフォンやタブレット端末等の携帯端末等を含む電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、消費電力の増加に伴って増大した回路基板での発熱を、ファンによって強制的に
冷却したり、電子機器全体へ拡散させるために伝熱板を追加したり、大気へ放熱させるた
めに放熱板を追加したりする事で部分的な昇温を防止した電子機器が提案されている。
【０００３】
　しかし、ファンを設けると、コストが上昇したり、不快な音が発生したりする。また、
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伝熱板や放熱板を追加すると、電子機器全体に熱が伝わり、把持部等の昇温を抑えたい部
位にまで必要以上に熱が伝わってしまうおそれがある。
【０００４】
　そこで、回路基板で発生した熱を伝熱板を介してレンズ鏡筒の開口部の周囲に配置され
た環状部材に伝える構造が提案されている（特許文献１）。この提案では、回路基板で発
生した熱をユーザが把持しない部分から放熱させることで、ユーザが把持する部分の温度
上昇を抑制できるとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－４７８８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上記特許文献１では、電子機器の小型化により、ユーザが把持可能な部分に環
状部材が配置された場合には、ユーザが把持する部分の温度上昇が大きくなる可能性があ
る。
【０００７】
　そこで、本発明は、電子機器の内部で発熱したとしても、ユーザが把持可能な部分の温
度上昇を抑制する構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の電子機器は、第１の外装部材と、回路基板と、前
記第１の外装部材と前記回路基板との間に配置され、前記回路基板で発生した熱を前記第
１の外装部材に伝達する伝熱部材と、前記伝熱部材を前記回路基板との間に挟むように配
置される第１の外装部材と、前記第１の外装部材の外装の少なくとも一部を覆うように前
記第１の外装部材に組み付けられる第２の外装部材と、を備え、前記伝熱部材は、前記第
１の外装部材に対して前記第２の外装部材で覆われる部分で前記第１の外装部材に接続さ
れ、前記回路基板で発生した熱を前記第１の外装部材に熱を伝達することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、電子機器の内部で発熱したとしても、ユーザが把持可能な部分の温度
上昇を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の電子機器の第１の実施形態であるデジタルカメラを正面側（被写体側）
から見た斜視図である。
【図２】図１に示すデジタルカメラの要部を示す分解斜視図である。
【図３】図２の矢印Ａ方向から見た回路基板、サブシャーシ及び伝熱板との位置関係を示
す図である。
【図４】本発明の電子機器の第２の実施形態であるデジタルカメラの要部を示す分解斜視
図である。
【図５】（ａ）は本発明の電子機器の第３の実施形態であるデジタルカメラにおけるフロ
ントカバーを正面側から見た透視図、（ｂ）は（ａ）のＢ－Ｂ線断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。
【００１２】
　（第１の実施形態）
　図１は、本発明の電子機器の第１の実施形態であるデジタルカメラを正面側（被写体側
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）から見た斜視図である。図２は、図１に示すデジタルカメラの要部のみを示す分解斜視
図である。
【００１３】
　図１に示すように、本実施形態のデジタルカメラ１は、正面側に、フロントカバー２、
レンズ鏡筒３及びストロボ発光窓４等が設けられ、上面側には、トップカバー５、ズーム
レバー５１、レリーズボタン５２、電源ボタン５３及び再生ボタン５４等が設けられる。
また、デジタルカメラ１を正面側から見てレンズ鏡筒３の左側の領域は、撮影時にユーザ
が右手で把持可能な把持領域２１とされ、把持領域２１は、レンズ鏡筒３の周囲も部分的
に含まれる。
【００１４】
　デジタルカメラ１の内部には、図２に示すように、回路基板７が設けられる。回路基板
７の背面側には、例えば銅板製のサブシャーシ８１が設けられ、回路基板７で発生した熱
がサブシャーシ８１へ伝達される。サブシャーシ８１は、メインシャーシ８、トップシャ
ーシ８２、及びサイドシャーシ８３に直接的ないしは間接的に不図示のビスにより締結さ
れる。これにより、回路基板７からサブシャーシ８１へ伝達された熱が比較的熱容量が大
きいメインシャーシ８、トップシャーシ８２、及びサイドシャーシ８３に拡散される。ま
た、回路基板７の下部には、例えば亜鉛合金製の三脚座８４が不図示のビスにより締結さ
れ、回路基板７で発生した熱が三脚座８４に伝達される。
【００１５】
　回路基板７の正面側には、例えばアルミニウム製の伝熱板９が設けられる。伝熱板９は
、メインシャーシ８及び三脚座８４にそれぞれ不図示のビスにより締結され、これにより
、回路基板７で発生した熱が伝熱板９に伝達される。ここで、伝熱板９は、本発明の伝熱
部材の一例に相当する。
【００１６】
　伝熱板９の正面側には、例えばアルミニウム合金製のフロントカバー２が設けられ、フ
ロントカバー２の正面側には、例えばステンレス鋼製のフロントリング６が設けられる。
フロントリング６は、フロントカバー２のレンズ鏡筒３用の開口周囲に設けられた段差部
２２に両面テープ６１等により固定される。ここで、フロントカバー２は、本発明の第１
の外装部材の一例に相当し、フロントリング６は、本発明の第２の外装部材の一例に相当
する。
【００１７】
　そして、図１に示すように、フロントリング６がフロントカバー２の段差部２２に組み
込まれると、フロントカバー２とフロントリング６との外装面はほぼ略面一となる。また
、フロントカバー２には、染色アルマイト処理が施され、フロントリング６には、塗装が
施される。
【００１８】
　ところで、デジタルカメラ１に印加された静電気が電気回路に流れて装置の停止や不具
合が起きないよう、フロントカバー２等の金属外装は、グランド部材にビス締結や溶接等
の低電気抵抗状態で接続される必要がある。本実施形態では、メインシャーシ８及び三脚
座８４がグランド部材として機能し、フロントカバー２に対しては、グランド部材である
メインシャーシ８及び三脚座８４にビス締結された伝熱板９が溶接により固定される。
【００１９】
　溶接は、母材を圧着しつつ電流を流しその抵抗熱で材料を溶融させて接合するスポット
溶接によって行われる。フロントカバー２の溶接部は、予めレーザ光によって絶縁性の高
いアルマイト皮膜を剥離して電流が流れる状態にしておき、その後にスポット溶接が行わ
れる。
【００２０】
　これにより、低電気抵抗状態でフロントカバー２と伝熱板９とが一体のユニットを構成
して、フロントカバー２のメインシャーシ８や三脚座８４への導電経路を確保し、静電気
によりデジタルカメラ１に影響が出ないようにしている。なお、スポット溶接で接合する
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と、接合部材間での伝熱性も高まるため、伝熱板９に伝わった熱が、スポット溶接部を介
してフロントカバー２へ伝達され易い。フロントカバー２には、図１に示すように、ユー
ザによる把持領域２１が配置されるため、この把持領域２１に過度に伝熱されないよう配
慮する必要がある。
【００２１】
　図３は、図２の矢印Ａ方向から見た回路基板７、サブシャーシ８１及び伝熱板９との位
置関係を示す図である。なお、図３では、回路基板７、サブシャーシ８１及び伝熱板９以
外の図示、並びに回路基板７の実装部品の図示は省略している。
【００２２】
　図３に示すように、サブシャーシ８１は、回路基板７に接するように配置され、伝熱板
９は、回路基板７との間にある程度の隙間を設けて配置されている。また、サブシャーシ
８１は、伝熱板９よりも熱伝導率の高い材料を用いている。即ち、本実施形態では、伝熱
板９には、アルミニウムを用い、サブシャーシ８１には、アルミニウムよりも熱伝導率の
高い銅を用いている。従って、回路基板７で発生した熱は、サブシャーシ８１側へ優先的
に伝達され、伝熱板９側への熱の伝わりが緩和されてデジタルカメラ１の把持領域２１の
昇温が抑制される。
【００２３】
　また、前述したように、伝熱板９と回路基板７との間には、ある程度の隙間が設けられ
ているため、フロントカバー２に印加された静電気は、回路基板７へ流れず、メインシャ
ーシ８や三脚座８４へ流れるようになっている。
【００２４】
　また、伝熱板９には、２箇所の段差部９１が設けられ、伝熱板９のフロントカバー２へ
のスポット溶接は、段差部９１とフロントカバー２に設けられた段差部２２との間で施さ
れる。このスポット溶接部は、回路基板７の発熱によって温度上昇しても、スポット溶接
部を覆うようにフロントリング６がはめ込まれるため、スポット溶接部をユーザが直接触
る事はできず、ユーザに熱が伝わり難い。また、スポット溶接によって溶接痕が生じても
、溶接痕を隠す事ができる。
【００２５】
　また、フロントリング６は、前述したように、フロントカバー２の段差部２２に両面テ
ープ６１等により固定されるが、両面テープ６１は、熱伝導率がフロントカバー２及びフ
ロントリング６よりも低い材料とされている。更に、フロントリング６は、本実施形態で
は、前述したように、ステンレス鋼製とされ、アルミニウム合金製のフロントカバー２よ
り熱伝導率が低い材料が用いられている。これにより、フロントリング６の外表面の昇温
をさらに抑制する事が可能になる。
【００２６】
　金属製のフロントリング６についても、フロントカバー２等の他の金属外装と同様に、
グランド部材への電気的接続が必要である。本実施形態では、フロントリング６で覆われ
るフロントカバー２の段差部２２の一部に導電テープ６２を貼付し、フロントリング６と
の間で電気的導通を図っている。
【００２７】
　なお、フロントカバー２の導電テープ６２の貼付部は、スポット溶接部と同様に、アル
マイト皮膜をレーザ光によって剥離しておく。また、フロントリング６には、塗装が施さ
れているため、この塗膜もレーザ光によって剥離しておく。なお、フロントカバー２の導
電テープ６２の貼付部に予めマスキングを施し、アルマイトや塗装が施されないようにし
ておいてもよい。
【００２８】
　導電テープ６２は、樹脂等の基材繊維に銅やニッケル等のメッキを施したものを織った
布状部材に、金属粉を含有した導電性を有する粘着剤を片面に塗布して形成され、金属部
材間に貼る事で、金属部材間での電気的導通を良好に保つ事ができる。また、両面テープ
６１は、切り欠き部６１ａを有した形状とされ、導電テープ６２をフロントカバー２の段



(6) JP 2014-225609 A 2014.12.4

10

20

30

40

50

差部２２に貼付する際に、段差部２２に切り欠き部６１ａの位置を合わせて、両面テープ
６１と重ならないようにしている。
【００２９】
　導電テープ６２は、フロントカバー２の伝熱板９のスポット溶接部のある面とは反対側
の面に貼付けられるが、スポット溶接部と異なる位置に貼付する事で、回路基板７からの
熱の伝達経路を稼いでいる。これにより、導電テープ６２による把持領域２１の昇温を防
止している。
【００３０】
　以上説明したように、本実施形態では、伝熱板９のフロントカバー２へのスポット溶接
が回路基板７の発熱によって温度上昇しても、スポット溶接部を覆うようにフロントリン
グ６がはめ込まれるため、スポット溶接部をユーザが直接触る事ができなくなっている。
これにより、デジタルカメラ１の内部の回路基板７で発生した熱をユーザが把持可能な外
装に伝え難くすることができ、特に、小型のデジタルカメラに有効なものとなる。
【００３１】
　（第２の実施形態）
　次に、図４を参照して、本発明の電子機器の第２の実施形態であるデジタルカメラにつ
いて説明する。なお、上記第１の実施形態に対して重複又は相当する部分については、図
を流用しつつ同一符号を付してその説明を省略する。図４は、本実施形態のデジタルカメ
ラの分解斜視図である。なお、図４では、フロントカバー２、伝熱板９、フロントリング
６及びトップカバー５のみを図示し、その他の部材の図示は省略している。
【００３２】
　本実施形態のデジタルカメラは、上記第１の実施形態と同様に、回路基板７の正面側に
伝熱板９が設けられ、回路基板７で発生した熱は、伝熱板９に伝えられる。伝熱板９の正
面側には、フロントカバー２が設けられる。フロントカバー２の上辺部には、上面より一
段下がった段差面から背面側に略直角に曲げ形成されたフック部２４が２箇所形成されて
いる。この２箇所のフック部２４は、トップカバー５に設けられた２箇所の爪部５５にそ
れぞれ係合する。かかる係合状態では、フロントカバー２の外面とトップカバー５の外面
とが略面一となる。
【００３３】
　伝熱板９の上辺部には、フロントカバー２に形成されたフック部２４の下面と接するよ
うに曲げ部９３が２箇所設けられる。曲げ部９３をフック部２４の下面にスポット溶接す
ることで、フロントカバー２に伝熱板９が固定される。この場合、回路基板７から伝熱板
９に伝わった熱がスポット溶接部を介しフロントカバー２の把持領域２１へ伝達され易く
なるが、フック部２４は、フロントカバー２に組み込まれるトップカバー５により覆われ
る。このため、フック部２４をユーザが直接触ることはできず、把持領域２１を把持する
ユーザに対しては熱が伝わり難い。
【００３４】
　また、トップカバー５は、樹脂成形品であり、アルミニウム合金製のフロントカバー２
に比べて熱伝導率が低いため、トップカバー５の外面の昇温を抑制することができる。そ
の他の構成、及び作用効果は、上記第１の実施形態と同様である。
【００３５】
　（第３の実施形態）
　次に、図５を参照して、本発明の電子機器の第３の実施形態であるデジタルカメラにつ
いて説明する。なお、上記第１及び第２の実施形態に対して重複又は相当する部分につい
ては、図を流用しつつ同一符号を付してその説明を省略する。
【００３６】
　図５（ａ）は、本実施形態のデジタルカメラにおけるフロントカバー２を正面側から見
た透視図である。図５（ｂ）は、図５（ａ）のＢ－Ｂ線断面図である。なお、図５では、
フロントカバー２、伝熱板９、及びフロントリング６のみを図示し、その他の部材の図示
は省略している。
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【００３７】
　上記第１の実施形態では、フロントカバー２と伝熱板９との接続部をフロントリング６
で隠れるフロントカバー２の段差部２２に配置している。また、上記第２の実施形態では
、フロントカバー２と伝熱板９との接続部をトップカバー５で隠れるフロントカバー２の
フック部２４に配置している。これにより、把持領域２１の過度の昇温を防止しつつ、溶
接痕をも隠すことができる。
【００３８】
　これに対し、本実施形態では、他部品で隠れない箇所で溶接痕が目立たないフロントカ
バー２と伝熱板９との接続方法を例に採る。
【００３９】
　本実施形態のデジタルカメラは、図５（ａ）に示すように、フロントカバー２の把持領
域２１に刻印部２３が設けられている。刻印部２３は、フロントカバー２に対して所望の
文字や形を押し出して表面側に凸部を形成した後、凸部の表面を切削して形成される。刻
印部２３は、前述のレーザ光によるアルマイト皮膜を剥がすのとは異なり、工具刃によっ
て切削しているため、金属の質感が現れ、美観に優れたマークを表示させることが可能と
なる。
【００４０】
　刻印部２３の裏面側には、表面側の凸部に対応する凹部が形成される。伝熱板９には、
刻印部２３の裏面側の凹部に嵌め込まれる凸部９２が形成され、凸部９２の先端面は、図
５（ｂ）に示すように、フロントカバー２の刻印部２３の裏面側の凹部底面に接している
。この刻印部２３の裏面側の凹部底面と伝熱板９の凸部９２の先端面とをスポット溶接す
ることで、フロントカバー２と伝熱板９とが接続される。
【００４１】
　これにより、レンズ鏡筒３の周囲やデジタルカメラの上面部から離れた位置でフロント
カバー２と伝熱板９とが電気的に接続され、静電気対策効果を高める事が可能となる。ま
た、スポット溶接後に刻印部２３の凸部表面を切削することで、スポット溶接によって生
じた溶接痕を除去する事が可能となる。本実施形態では、上記第１ないしは第２の実施形
態と複合的に適用する事でデジタルカメラの把持領域２１の昇温を抑制する事が可能とな
る。
【００４２】
　なお、本発明の構成は、上記各実施形態に例示したものに限定されるものではなく、材
質、形状、寸法、形態、数、配置箇所等は、本発明の要旨を逸脱しない範囲において適宜
変更可能である。
【００４３】
　例えば、上記各実施形態では、フロントカバー２と伝熱板９とをスポット溶接により接
続しているが、これに限定されず、レーザ溶接等の他の溶接方法であってもよい。また、
上記各実施形態では、フロントカバー２と伝熱板９とを溶接により接続しているが、導電
テープ等の導電部材や他の接続手段を用いても構わない。
【符号の説明】
【００４４】
１　デジタルカメラ
２　フロントカバー
６　フロントリング
７　回路基板
９　伝熱板
２２　段差部
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